PROMINENCE English Communication III技能別年間CAN-DO リスト
	技能
	CAN-DO リスト
	振り返りにおける自己評価の判断基準（各授業での言語活動を通じた）

	読む
	・日本美術・人生の選択・裁判訴訟・異文化理解などに関する400～700語程度の英文を読んで，要点や詳細をとらえることができる。（前半の目標）
・恋愛感情・マーケティング戦略・先端科学技術・環境問題などに関する700～1,000語程度の英文を読んで，要点や詳細をとらえることができる。（後半の目標）

・パラグラフのつながり，時間的順序，原因と結果，対比などによる展開を意識して，文章全体の構成を理解することができる。

・要点を整理しながら，読むことができる。
	☐ふつうにできる

☐なんとかできる

☐私にとっては難しいので今後努力したい

	聞く
	・人物や事物に関して，必要な情報を得ることができる。

・事物に関する説明や対話などを聞いて，考えや情報などの要点や詳細をとらえることができる。
・他人の意見を聞いて，自分の意見との共通点や相違点を理解することができる。
	☐先生や友達が普通に話してもできる

☐先生や友達がゆっくり話してくれたらできる

☐私にとっては難しいので今後努力したい

	話す
	・聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，伝えたり，意見の交換をしたりすることができる。

・図表や絵に基づいて情報を整理し，説明することができる。
・他人の意見に対して，感想や意見を述べたりすることができる。
・聞き手に伝わるように暗唱したり，発表したりすることができる。
・表現を工夫して，相手に伝わるように話すことができる。
・調べたことについて，発表することができる。
	☐ふつうにできる

☐なんとかできる

☐私にとっては難しいので今後努力したい

	書く
	・聞いたり読んだりしたことに基づき，要旨や自分の考えを10文前後で簡潔に書くことができる。

・学習した題材に関して発展的に情報を調べて，プレゼンテーションのアウトラインとそれに基づく原稿を書くことができる。
・課題について，約50語で自分の意見をまとめることができる。
・課題について，グループの意見や考えをまとめた文章を書くことができる。
	☐ふつうにできる

☐なんとかできる

☐私にとっては難しいので今後努力したい

	インタラクション
	・ペアやグループでのコミュニケーション活動に積極的に参加できる。

・プレゼンテーションやディベートなどの自己表現活動に積極的に参加できる。
	☐ふつうにできる

☐なんとかできる

☐私にとっては難しいので今後努力したい

	異文化理解
	・自国の伝統文化・芸術・科学技術を理解し，外国の人々に分かりやすく説明しようと心掛けることができる。
・外国で起こった事件，事故，事象について関心を持ち，自国との関係を考えることができる。

・外国の生活や文化を理解し，多様な価値観を受け入れようと心掛けることができる。
・外国の生活や文化と日本の生活や文化を比較して，類似点や相違点を見出すことができる。
	☐ふつうにできる

☐なんとかできる

☐私にとっては難しいので今後努力したい


